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ふたつのSNSによる農と食の見える化

有田 大作1,a) 岡安 崇史2 プリマヌグロホ アンドリ2 吉永 崇1

概要：農業 SNSプロジェクトでは，センサ・ネットワーク・システム（SNS）とソーシャル・ネットワーキ

ング・サービス（SNS）のふたつの SNSを利用し，農業と消費者の見える化を目指している．本発表では，

農業 SNSプロジェクトの紹介を通じて，農と食の抱える課題とその解決に向けた取組みについて述べる．
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Farmer and Consumer Visuallization by Two SNSs

Arita Daisaku1,a) Takashi Okayasu2 Prima Nugroho Andri2 Takashi Yoshinaga1

Abstract: Agri-SNS Project is aiming to visualize both farmers and consumers by using two SNSs — Sensor
Network System and Social Network Service. In this presentation, we introduce problems on agriculture and
food and Agri-SNS Project to solve the problems.
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1. はじめに

ICTの進展にともない，様々な分野において生産性向上

などを目指して ICTの導入が進められてきている．その

中で，農業分野は ICT導入が遅れている分野だと言われて

いる．その原因としては一般的に，雨風にさらされる屋外

環境の厳しさ，農業生産が 1年に 1サイクルしか回らない

ことによるシステム改善の難しさ，気候や土壌の違いに起

因するパラメータの多さなどが挙げられている．

実際には，大規模な農業法人などではすでに ICTシステ

ムが導入され，データを活用した栽培管理や経営支援が行

われている．これは，農業法人には ICTへの投資余力があ

ることのほか，どの従業員が農作業を行っても同程度の結

果が得られる必要があること，経営者と従業員との間で情

報の共有が必要であること，（日本の場合は特に）バラバラ
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に存在する数多くの圃場を管理する必要があることなどが

理由としてあげられる．

一方で，個人経営の中小規模農家では，センサやアク

チュエータが単体として導入されてるのみで，ICTが導入

されているとは言いがたい状況である．これは農業法人の

ような理由が存在せず，特に熟練生産者は栽培に関するノ

ウハウは頭のなかに入っているという思いがあり，わざわ

ざ投資をしてまで ICTを導入するという必要性に乏しい

からと考えられる．

そこで，農業 SNSプロジェクトでは，主に中小規模農家

を対象に，ICT導入を促進することを目指している．本発

表では，農業 SNSプロジェクトの目的，農業 ICTの新し

い活用法の提案，活動内容，今後の方向性について述べる．

2. 農業 SNSプロジェクト

農業 SNSプロジェクト（代表：有田大作，副代表：岡安

崇史）では，消費者への「農業の見える化」と，生産者へ

の「消費者の見える化」の実現を目指している．そのため

に，センサ・ネットワーク・システム（SNS）とソーシャ
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ル・ネットワーキング・サービス（SNS）のふたつの SNS

を活用することを提案している．本節では，このプロジェ

クトについて説明する．

2.1 プロジェクトの目的

前述したとおり，農業 SNSプロジェクトでは「農業の見

える化」と「消費者の見える化」の実現を目指しており，

現在は特に前者の「農業の見える化」に取り組んでいる．

農業の見える化を実現するためには，農業情報の収集，

農業情報の流通，農業情報の提示が必要となる．現状は，

これらの 3要素がまったく行われていないか，行われてい

たとしてもバラバラに実現されており，必要な農業の情報

が，適切な形で消費者に届けられる仕組みができあがって

いない．農業の見える化を実現するためには，農産物を市

場を通さず，インターネットなどを利用した通信販売や，

農産物直売所などを利用した直接販売により消費者に届け

ている．

しかし，すべての農産物をこれらの形式で販売すること

は現実的ではない．そこで，農業 SNSプロジェクトでは，

農業情報の収集，流通，提示を結合することにより，従来

の市場流通においても農業の見える化を実現することを目

指す．そのために，ふたつの SNSを活用することを提案

している．

3. ふたつの SNS

ふたつの SNSとは，センサ・ネットワーク・システムと

ソーシャル・ネットワークング・サービスのことである．

センサ・ネットワーク・システムは，生産者の経営支援，

栽培支援，販売支援などのために，すでにいくつものシス

テムが開発され，とくに大規模生産者の間では導入も進ん

でいる．一方，中小規模生産者にとっては，設備投資の負

担が大きく，さらに手間がかかり過ぎることから，ネット

ワークに繋がっていない単体のセンサユニットが一部に導

入されているにすぎない．また，いったん導入したとして

も，熟練農家はこれまで培ったノウハウなどとデータを結

びつけ，ノウハウを修正するることができる．そのため，

ノウハウを修正したあとはセンサユニットの必要性が薄

れてしまい，保守や修理にコストを掛けることをやめてし

まう．

一方，Facebookなどのソーシャル・ネットワークング・

サービスは，特に市場を通さず通信販売を行っている生産

者が，消費者に向けた直接の情報発信や交流のために活用

されてきている．現状では，このような生産者が少ないた

め，Facebook等での情報発信を行うだけで効果があるが，

同様の生産者が増えてくると差別化に迫られることにな

る．さらに，このようなクチコミ系の情報発信の場合，ひ

とたび偽装などの問題が発生すると，偽装当事者だけでな

く他の生産者にも疑いの目が向けられてしまい，その信頼

回復には長い時間がかかってしまう．

そこで，農業 SNSプロジェクトでは，これらふたつの

SNSを結合し，センサ・ネットワーク・システムで収集し

た農業情報を，ソーシャル・ネットワークング・サービス

を利用して消費者に向けて発信することを提案している．

これにより，センサ・ネットワーク・システムを用いた

情報収集では，それまでのように生産者自身が活用するた

めだけでなく，消費者にも届けられることになる．そうす

ると，その情報に対して消費者から「いいね」やコメント

が返ってくることになり，生産者が農業情報を収集し続け

る動機付けとなる．

一方，ソーシャル・ネットワークング・サービスを用い

た情報発信では，それまでのテキスト情報と写真によるも

のだけでなく，生のデータそのものか，それに近い情報も

消費者に届けられることになる．このようなことはセン

サ・ネットワーク・システムを導入した生産者のみが行え

ることから差別化に利用できる．さらに，もしも周囲で偽

装などの問題が発生した時でも，センサの生データを検証

することでその生産者は偽装を行っていないことを証明で

きる場合もあり，そもそもそのような場合は，より情報を

オープンにしている生産者が消費者の支持を得られるはず

である．

3.1 実験システム

上記の提案を実証するために，農業 SNSプロジェクト

では，図 1に示す実験システムを構築し，実際に運用して

いる．

実験システムは，農業 SNSサーバを中心としたセンサ・

ネットワーク・システムと，Facebookを利用したソーシャ

ル・ネットワークング・サービスからなる．特徴は，農

業 SNS サーバから Facebook への矢印によって表されて

いるように，農業 SNS サーバに収集された農業情報を，

Facebookを介して発信できることである．

3.2 センサ・ネットワーク・システムによる情報収集

センサ・ネットワーク・システムは，図 2に示すセンサ

ユニットと，図 3に示すネットワークユニットと農業 SNS

サーバからなる．

センサユニットは，温湿度，二酸化炭素濃度，日射量，土

壌温度，土壌水分などの各種センサと Arduinoを用いた制

御ボードからなる．センサユニットとネットワークユニッ

トは，有線 LANで結ばれており，これは PoEによる電源

供給も担っている．ネットワークユニットは LAN回線を

携帯電話の 3G回線に変換し，インターネットを介して農

業 SNSサーバにデータを送信する．1圃場あたり，1個の

ネットワークユニットと 1から 3個のセンサユニットを設

置している．また，現在のところ，5分おきにデータを計

測し，10分おきにデータを送信している．
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図 1 実験システム構成

Fig. 1 Experimental System Configuration

図 2 センサユニット

Fig. 2 Sensor Unit

3.3 ソーシャル・ネットワークング・サービスによる情

報発信

生産者は，農業 SNSサーバに収集・蓄積されたデータ

を，携帯電話，スマートフォン，パソコンを利用していつ

でも閲覧することができる．さらに，「この情報を発信し

たいな」と思った時は，閲覧画面上に設置された「投稿」

ボタンを押すだけで，その画面の情報を Facebookに投稿

することができる．現在は，投稿先は Facebook上の「農

業 SNS交流グループ」となっており，通常の投稿と同様

に，グループメンバーは「いいね」やコメントを返すこと

ができる．

4. おわりに

ふたつの SNSによる実験システムを利用することで，農

業情報を発信することが可能となっているが，現時点では

多くの農業情報が発信されるところまで至っていない．こ

れは，農産物の流れ（物流）と情報の流れ（情報流）とが結

合していないことが原因と考えている．つまり，消費者か

ら見ると，情報を発信している生産者の農作物を購入した

いと思っても，どこで購入できるかわからず，また，購入

した農作物の生産者の情報を見たいと思っても，どうやっ

たら見られるのか分からないというが，結局，生産者の情

報発信意欲を奪っている．

また，例えば中野らの研究 [1]でも示されているように，

農産物の価値，特に鮮度は，生産での取組みだけでなく，

流通での取組にも大きく左右される．したがって，消費者

に対しては，「農業の見える化」だけでなく「流通の見える

化」も同時に行う必要がある．

これらのことから，農業 SNSプロジェクトでは，農業生

産，流通，消費者を，物流と情報流とで結びつけることを
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図 3 ネットワークユニット

Fig. 3 Network Unit

目指していく．
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